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研究成果の概要（和文）：中国語（北京語・上海語）・韓国語話者の破裂音はじめ、共通して誤用

傾向のある音声要素の指導に関する研究を行った。中国語と韓国語の破裂音の相違点・類似点を

明らかにし、範疇知覚の構築過程、発話と知覚における習得のメカニズム、高さ（Fo）への母

語干渉、日本語音声の知覚・発話面での具体的な指導方法を提示できた。MRI による指導方法

については、さらに基礎研究や実験の継続が必要であり、今後の課題としたい。 
 
研究成果の概要（英文）： This study investigates not only the Japanese plosive sounds 
produced by Chinese L1 learners (the Beijing dialect and the Shanghai dialect) and 
Korean L1 learners, but also the teaching of this voice element because they have a 
tendency to commit errors when producing this common Japanese phonetic sound.   

The study has shown the differences and the similarities between Chinese and 
Korean plosive sounds compared and contrasted with the Japanese sounds, the 
construction process of categorical perception, the mechanism of the acquisition in 
pronunciation and perception of Japanese plosives and the interference caused by the 
L1 language’s plosives to the height (Fo) of the prosody. The study also suggests a 
method of phonetic instruction for the pronunciation of and perception of the Japanese 
sounds.  Regarding the development of a pedagogical method facilitated by Magnetic 
Resonance Imaging (MRI), more basic research and experimentation is required and 
that will be a focus of further study. 
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１． 研究開始当初の背景 

1970 年代以降、誤用は学習者が目標言語 

を学習する段階で仮説を検証した結果であ

るとする Corder(1967)の誤用分析 (error 

analysis)、そして、学習者が目標言語を習得

する過程で、学習者がその段階ごとに形成す

る 可 変 的 な 言 語 体 系 の 分 析 、 即 ち

Selinker(1972)による中間言語(inter－ 

language)分析研究が行われるようになった。 

第 2 言語習得研究において、Echman(1977、 

1981) の 有 標 性 弁 別 仮 説 （ Markedness 

Differential Hypothesis）のように、有標性

の概念と対照分析とを組み合わせることで、

第 2 言語における難易度を予測することが可

能となったが、近年では、Flege(1992)が実際

に第 2 言語学習者の発話と知覚両面の習得状

況を調べた結果から、第 2 言語習得上の知覚

モデル仮説を提示している。第 2 言語学習者

にとって、母語にない音であれば母語と同一

音とみなされることはないが、母語に近い類

似音の場合は母語音と同一音として使い続け

られるとする仮説は、第 2 言語習得理論上重

要である。 

 本研究では、１）｢東アジア日本語学習者の 

発音･知覚における破裂音の習得メカニズム 

とその中間言語研究｣(平成 15 年度～平成 17

年度科学研究費補助金基盤研究 C(2)(一般))

および２）｢東アジア言語の破裂音の相互類

似性と言語習得への干渉｣(平成 18 年度～平

成 20 年度科学研究費補助金 C(2)(一般))にお

ける研究をもとに音声教育の視点から研究

を行った。 

 
２．研究の目的 

東アジア日本語学習者に見られる日本語

音声の習得上の問題点について整理し、共通

して誤用傾向のある音声要素とその指導方

法について、実験音声学的な視点から総合的

に分析し、実際的な音声教育の方策に貢献す

ることを目的とした。 

現場での指導に役立つ音声指導として、

『東アジアの学習者を対象とする日本語教

育の方策に関する研究』を行い、MRI による

視覚指導、EGG による生理学・実験音声学

的な視点から分析し、実践的な音声指導の確

立、音声教育方法論の確立を目指した。 
 
３．研究の方法 
日本語学習者数が最も多い中国と韓国の教

育現場での日本語の音声指導法および東アジ

ア言語研究について、これまでの破裂音の研

究成果をまとめ、昨今研究が目覚しい東アジ

ア言語の音声に関する実験音声学的研究をま

とめ、どのような分析に研究が注目されてい

るのか研究の方向性を探った。 

東アジアの言語を母語とする日本語学習

者は共通して破裂音の知覚習得が困難であ

る。北京・上海・韓国語話者を対象に行った

VOT(Voice Onset Time)の合成音声による範

疇知覚による分析を、初級の学習者とその中

途段階にいる学習者に対象を広げ、調査した。

日本語の音声を習得する際に、日本語学習者

はどのレベルの段階で、どの位置の範疇知覚

が日本語話者と一致するのか、また、学習当

初から範疇知覚が固定化してしまっている

のか、習得過程に焦点をあてて分析を行った。

日本語の語頭の有声・無声破裂音の知覚判断

が難しい韓国語話者に、日本語話者が有声ま

たは無声であると判断した VOT の違いがあ

る合成音声を聞かせ、知覚訓練の実験を行っ

て効果を見た。 

中国語話者や韓国語話者は、中国語の無声

無気破裂音や韓国語の濃音などの緊張度の

高い音を使って発音するために、日本語母語

話者からは有声破裂音ではなく無声破裂音



のように誤聴されてしまう。緊張度を和らげ

るために、VT 法（ヴェルボトナル）法を使

った発音指導は、音声指導ではよく知られて

いるが、生理学的な検証は行われていない。

そこで、有声破裂音のない言語を母語とする

学習者に EGG を測定する実験を行って、声

帯振動を促すのに VT 法が効果的であるのか

調べ、鼻音から語頭の有声破裂音を促す方法

について、その実証研究を試みた。 

さらに、東アジア言語話者は日本語を習得

する際に、中国語話者の/w/（う）、広東方言

話者の「な行」の｢ら行｣音化、韓国語話者の

/tsw/（つ）の破擦音化など、共通して母音、

破擦音、はじき音においても誤用傾向がある

ため、破裂音以外の音声についても注意を必

要とする音声を MRI による分析を行い、舌

を口蓋のどこにつけているために、日本語ら

しい発音ができていないのか等を視覚的に

分析することを試みた。 

なお、実験にあたっては、国際電気通信基

礎技術研究所倫理審査を受け、被験者には実

験協力の同意書を得た上で実施した。 
 
４．研究成果 

知覚習得では、学習者が母語にある類似音

を第 2 言語音と同一音と捉え母語干渉が生じ

た。北京･上海語の無声無気音(語中)、韓国語

の濃音(語頭)を日本語有声破裂音と同一音と

捉える)。合成音声による実験の結果、破裂音

(/ ｐ / か ら / ｂ /) の 範 疇 知 覚 (categorical 

perception)の違いは、3 言語話者がほぼ一致

するものの、北京･上海語話者の語中の有声

破裂音と韓国語話者の語頭の有声破裂音に

は日本語話者との間に有意な差があり、範疇

知覚の固定化が見られた。 

中国方言で唯一中古漢語が存在し、有気と

無気の対立のほかに有声の 3 項対立の破裂音

の音体系を持つ上海語についても、破裂音の

特徴を引き続き調査し、上海語話者と韓国語

話者の習得状況を比較した。 

破裂音の習得が難しいと、アクセント習得

にも影響する。韓国語話者は、激音や濃音を

語頭に持つ語はアクセントが頭高型、平音の

場合は起伏型の音調傾向になり、日本語の場

合も、無声破裂音を語頭に持つ語は頭高型、

有声破裂音の場合は起伏型になるなど韻律

への母語干渉が見られた。そのため、意識し

た発音指導が必要であることが明らかにな

った。 

中国語（北京語・上海語）・韓国語話者の破

裂音を含め、共通して誤用傾向のある音声要

素の指導に関する研究を通して、中国語と韓

国語の破裂音の相違点・類似点について明ら

かにし、これまで以上に範疇知覚の構築過程、

発話と知覚における習得のメカニズム、高さ

（Fo）への母語干渉、日本語音声の知覚・発

話面での具体的な指導方法について提示でき

た。 

MRI による喉頭を横断的に分析した結果、 

日本語話者の有声破裂音及び韓国語話者の

語中の平音には、声帯の開口度の類似性が見

られた。しかし、MRI による指導方法につい

ては、さらに基礎研究や実験の継続が必要で

ある。また、EGG(electroglottogram)による

分析は、被験者による協力を得ることや正確

な実験結果を提示することが難しく、今後の

課題としたい。 

注：山本（2009）では、福岡（1995b）の実

験方法と結果に関する誤読、福岡（1995a、

1996、1999、2003、2005abc、2006ab、2007、

2008 他）の引用の欠如、福岡（1999））博士

論文(未公刊国立国会図書館蔵)に依った論の

展開があり、研究を進める上で大きな支障が

あった。 
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